
特定資産積立支出
17,373　1%

土地改良事業費支出
1,003,146　56%

　当改良区は令和元年度に複式簿記を導入し、令和４年度か
らは新たな土地改良区会計基準に従って、予算編成を行って
います。令和５年度は急激な電気料の上昇に対し、緊急的に
財政調整基金を繰り入れて予算編成を行いました。
　令和５年度収支予算は、総括で18億510万円、一般会計で
17億7753万円です。一般会計で比較すると前年度の14億3525
万円に対し、３億4228万円、24%の増となりました。
　主な要因は、電力料高騰対策で１億3813万円の増、基幹ス
トマネや農村地域防災減災など団体営事業の採択増で１億
2033万円の増、用排水路移設補償工事9900万円の増などです。

―――予算編成の重点―――
１．事業展開
(1) 電力費高騰対策
　揚排水機場維持管理費を8106万円、臨時ポンプ電力料を含
む用水管理委員会維持管理費を325万円、環境用水導入事業
維持管理費を53万円、浄化対策業務受託費を2387万円増額計
上しました。親松排水機場維持管理県管理事業の負担金や、
本部電気料に対しても、予算計上額を増額しています。

(2) 用排水施設の計画的な補修更新
　年度別整備計画に基づき優先度の高いものから事業化し
ています。団体営基幹水利施設ストックマネジメント事業
では、両川揚水機場の補修や、早通・清五郎上流１期・大
渕上流部・横越中流部の各排水路の補修工事に着手するた
め、事業費１億3388万円を計上しました。また次の改修候
補となる新潟東部2期地区・亀田分水路・二本木排水機場
の改修計画策定を行う農村地域防災減災事業に、4547万円
を計上しました。

(3) 圃場整備事業
　あらたに茅野山地区で事業を開始します。初年度は換地等

調整事業を103万円で実施します。

２．事務運営
(1) 総代定数改正
　総代定数を見直し経費の削減を図るとともに、現在の組合
員数および農地面積に応じて、適正に定数配分を行いました。
令和５年度の総代選挙から新定数を適用します。
　一方、理事監事については、報酬の見直しを行いました。
これにより、役員報酬全額は290万円程度の増額となってい
ます。
　また、事務所経費として、エレべーターの大規模補修を予
定しています。

３．収入計画
(1) 組合費賦課金等
　令和5年度の賦課面積試算値は4133ヘクタール（前年度比
約９ヘクタール減）となりました。高騰する電気料金に対し
ては財政調整基金を繰り入れて、賦課金を前年度同様に10ア
ール当たり11,500円に据え置きました。
　また、その他の収入計画は、今年度、区画整理事業からの
分割納入が見込めるため、決済金6900万円、他目的使用料
2860万円、払下げ4500万円としました。
　財政調整基金からの繰り入れは、例年の事務費繰り入れのほか、
電力料高騰対策の必要額を加え、約１億２千万円を繰り入れます。

　以上のように今年度は、例年の必要な事業展開と事務運
営のほか、電力料高騰対策を行ったうえで、賦課金の前年
水準継続を図ったため、大きく基金繰入額を増やしていま
す。今後の電力料の動向や行政による対策の動向を踏まえ
ながら、可能な限りの節電・節水対策、事務経費軽減策を、
年度を通じて検討してまいります。ご理解とご協力をお願
いいたします。

令和５年度　予算概要

単位：千円
令和５年度 科目別総予算額

附帯事業費支出
17,260　1%

土地改良事業負担金支出
82,165　5％特定資産取崩収入

262,592　15%

借入金収入
19,510　1%　

雑収入
4,097　0%

業務受託料収入
130,019　7%

交付金収入
6,300　1%

予備費
3,000　0%

他会計繰出額
1,097　0%

職員長期貸付金貸付支出
10　0%支払利息

660　0%
借入金返済支出
15,070　1%固定資産売却収入

45,050　3% 土地改良事業収入
569,495　32%

基本財産運用収入
10　0%

特定資産運用収入
70　0%

一般管理費支出
617,173　35%

繰越金
50,000　3%

補助金等収入
483,141　27%

附帯事業収入
181,950　10%

職員長期貸付金回収収入
2,850　0%

他会計繰入金
22,450　1%

固定資産取得支出
20,280　1%

雑支出
300　0%

1,777,534
総支出額総収入額

1,777,534
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